源氏物語 

総 角 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



心 をば 火の 思 ひもて 焼か ましと 願 ひき 

身 をば 煙に ぞ する (晶子) 

長い 年月 馴れた 河 風の 音 も、 今年の 秋 は 耳 騒がしく、 

悲しみ を 加重す る ものとば かリ 宇治の 姫君た ち は 聞き 

ながら、 父 宫の御 一周忌の 仏事の 用意 をして いた。 大 

体の 仕度 は 源中納 言と 山の 御寺の 阿闍 梨の 手で なされ 

てあつて、 女王た ち はた だ 僧た ちへ 出す 法服の こと、 

経 巻の 装幀 そのほかの こまごまとし たもの を、 何が な 

ければ 不都合で あると か、 何 を 必要と すると かいうよ 



うな こと を 周囲の 女た ちが 注意す る ままに 手 もとで 作 

かおる 

ら せる ことし かで きないので あつたから、 薫の よう 

な 後援者が ついて おれば こそ、 これまでに 事 も 運ぶ の 

であるが と 思われた。 

薫 は 自身で も 出かけて 来て、 除服 後の 姫君た ちの 衣 

服 その他 を 周到に そろえた 贈り物 をした。 その 時に 阿 

闍梨も 寺から 出て 来た。 二人の 姫君 は 名香の 飾りの 

糸 を 組んで いる 時で、 「かくても へぬ る」 (身 をう しと 

思 ふに 消えぬ もの なれば かくても へ ぬる ものに ぞ あり 

ける) などと 言い尽くせぬ 悲しみ を 語って いたので あ 

あげまき かたまり ふさ 

るた め、 結び 上げた 総 角 (組み紐の 結んだ 塊 ) の 房 



あげまきに 長き 契り を 結び こめ 同じと ころに 蹉り 

も 合 はなん 

と 書いて 大 姫君に 見せた。 またと うるさく 女王 は 思 

いながら も、 

貫き も あ へ ず もろき 涙の 玉の緒に 長き 契り を い か 

が 結ばん 

と 返し を 書いて 出した。 「逢 はずば 问を」 (片糸 を こ 



なた かなたに 蹉リ かけて 合 はずば 何 を 玉の緒に せん) 

と 薫 は 歎 かれる ので あるが、 自身の こと を 正面から 言 

も ためいき 

う， ，- と はでき ずに、 拽らす 溜息に 代える 程〗 皮に より 口 

へ 出しえ な いのは、 姫君の あまりに 高貴な 気に 打 たれ 

ひょうぶ きょう 

てし まう ことが 多い からであった。 それで 兵 部 卿の 

宫と 中の 君の 縁組みの こと を 熱心な ふうに 言い出した _ 

「それほど 深く お思いになる のでな く 好奇心 をお 働か 

せになる ことが 多くて、 お申し込み になった の を、 冷 

淡に お扱われになる ために、 負けぬ 気 を 出して おいで 

になる だけで はない かと、 私 は 考え もしまして、 いろ 

いろに して 御 様子 を 見て いますが、 どうも 誠心誠意で 



申し ましてね、 若い 姫君が たのお 心 を 苦しめまして 利 

己 的に 媒介 者に なろうと いたし ますが、 女王 様 はそん 

な 浮薄な 言葉 にお 動きになる ような 方が たで は ござい 

ません。 お 妹 様 だけに は 人並みな 幸福 を 得させた いと 

みち 

お考えに な つ ている ようで ございます。 こうした 路の 

たいへんな 所へ 御 訪問 をお 欠かし あそばさない あなた 

様の 御 好意 は 長い 年月の 間によ くお わかりに な つてい 

らっしゃる ことで も， > J ざいます し、 ただ今に なり まし 

て はこと さら あなた 様の あたたかい 御 庇護の もとにい 

ら つ しゃる わけで ございます からね。 大 姫君 は 中の 君 

様 をお 望みに なれば とそう 希つ て いら つ しゃる らし ゆ 



う ノ /ざいます。 兵 部 卿の 宮様から お 手紙 は 始終お いた 

だきにな るので すが、 それ は 誠意の ある 求婚者 だと も 

認めて おられな いようで ございます」 

弁 は 姫君の 意志 を 伝えよう とした だけで ある。 

「宮様の 御 遺言 を 身に 沁んで 承った 私 は、 生きて いる 

かぎり こちらのお 世話 を 申し上げる 義務が あると 思う 

のです から、 両 女王の どなたでも お許しく だされば 結 

婚 しても いいわけで すが、 同じ ことのよ うで、 しかも 

姫君が 中 姫君の ために 私 を 撰んで くださいました こと 

は うれしい ことです が、 ともかくも 私が 捨てたい 世に 

ただ 一 つ 深く 心の 惹 かれる 感じ を 味わい、 また 死後 ま 



とおりの こと を 何から 何まで 申し上げられ ないし、 三 

条の 宮様 は 母と も 思われぬ 若 々しい お 気持ち の 方で は 

ありましても、 子 は 子の 分が あって、 どんな 話 も 申し 

上げる という わけに は ゆきません。 そのほかの 女性と 

いう もの はすべ て 皆 私に は 遠い 遠い 所に いると しか 考 

えられませんで、 私に いつも 孤独の 感を 覚えて います _ 

心細い のです よ。 その 場 かぎりの 戯れ事で も 恋愛に 関 

した こと はまぶ しい 気がして、 人から 見れば 見苦しい 

頑固な 男に なって いるので す。 まして 深く 恋しく 思う 

方に は それ をお 話しす る こと も 困難な ことに 思われ ま 

す。 恨めしく 思ったり、 悲しんだ りして いる 恋の 悶え 



少し 休みまして、 夜明け 方に またお 話 を 承りましょう」 

と、 今や 奥へ はいろう とする 様子が 姫君に 見えた。 

やまみち からだ 

「遠く 山路 を 来ました 者 は あなた 以上に 身体が 悩まし 

いのです が、 話 を 聞いて いただく ことができ、 また 承 

る ことの 喜びに 慰んで こうして おります のに、 私 だけ 

をお 置きに なって あちらへ おいでになつ て は 心細いで 

はありません か」 

びょうぶ へや からだ 

薫 は こう 言 つ て 屛風を 押し あけて- ちら の 室 へ 身体 

をす ベ リ 入らせた。 恐ろしくて 向こうの 室 へ もう 半分 

の 身 を 行かせて いたの を、 薫に 引き とめられ たのが 非 

常に 残念で、 



しくして お そば にいる， J と はだれ も 想像し な いこと で 

しょうが、 私 はこれ だけで 満足して 夜 を 明かします」 

こう 言って、 薫 は 感じの いい ほどな 灯の あかりで 姫 

君の こぼれ かかった 黒髪 を 手で 払って やりながら 見た 

顔 は、 想像して いたよう に艷麗 であった。 何の 厳重な 

締まり もない この 山荘へ、 自分の ような 自己 を 抑制す 

ちんにゅう 

る 意志の ない 男が 闖入した とすれば、 このままで 置 

く はず もな く、 たやすく そうした 人の 妻に この 人 はな 

リ 終わる ところであった、 どうして 今まで それ を 不安 

とせずに 結婚 を 急ごうと はしな か つた かとみ ずから を 

批難す る 気に もな つてい る 薫で あつたが、 言いよう も 



うとして しまう 気がする のです よ」 

かおる たんそく 

薫が 幾度 も 歎息 を もらして いる 時に、 鶏 もど ちら 

かの ほうで 遠 声で は あるが 幾度 も 鳴いた。 京の ような 

気が ふと 薫に した。 

山里の 哀れ 知らる る 声々 に とりあ つめたる 朝 ぼら 

け かな 

姫君 は それに 答えて、 

.at の 音 も 聞こえぬ 山と 思 ひし をよ にう きこと はた 



出して、 昨日 も 話した 自身の 気持ち を こまごま とまた 

語って 行き、 そして 姫君へ は 礼儀 的な 挨狻を 言い 入れ 

てョ& つ た。 

あげまき 

昨日 は 総 角 を 言葉の くさびに して 歌 を 贈答した りし 

ていたが、 催 馬 楽 歌の 「尋 ばか リ 隔てて 寝 たれ どかよ 

リぁ ひに けり」 というよ うな あやまち を その 人と して 

しま つ たように 妹 も 思う ことで あろうと 恥ずかしくて 

気分が 悪い という ことにして 大 姫君 はずつ と 床 を 離れ 

ずに いた。 女房た ち は、 

「もう 御 仏事までに 日が いくら も なくなり ましたのに 

そのほかに は 小さ いこと も はかばかしく できる 人 もな 



唯一 の 庇護 者と 信じて たよる 心の ある 女房た ち は、 弁 

からの 話 を 聞いて、 この 結婚 を 成立させる ことほ どよ 

いこと はない と 皆 言い あわせ、 どんなにしても 姫君の 

寝室へ 薫 を 導こうと 手 はず を 決めて いた。 

姫君 は 女房た ちが どんな- 」 と を 計画し て いるか を 深 

く は 知らないの であるが、 弁 を 特別な 者に してな つけ 

ている 薫で あるから、 自分と して 油断ので きぬ 考え を 

している かもしれ ぬ、 昔の 小説の 中の 姫君な ども、 自 

身の 意志から 恋の 過失 をして しまう の は 少ない ので あ 

る、 他の 女房と 質 は 違っても、 弁に は 弁の 利己心が 働 

く はずで あるから と、 なんとなく 今日の 家の 中の 空気 



むであろう、 周囲に いる 女房 は 皆 年を取つ ていて、 賢 

げな顔 をして は 自身の 頼まれた 男との 縁組み だけが 最 

上の ことのよ うに 言つ て 勧めに 来る が、 そんな ことが 

どうして よかろう、 彼女ら の 見る 世界 は 狭く、 その 判 

断 力 は 信じられな いと 思って いる 姫君 は、 その 人た ち 

が 力で 引き 動かそう とせんば かりにして 言う こと も、 

い やな - J と とより 聞か れず心 の 動く こと はない ので あ 

る。 どんな こと も 話し合う 妹の 女王 はこうした 結婚と 

か 恋愛と かいう ことに ついては 姫君よりも いっそう 関 

心 を 持たぬ ようであった から、 圧迫 を 感じる 近 ごろの 

話 をしても、 そう 深く 苦しい 心境に 立ち入って は 来て 



の 生活 も、 あなた 様の 御 好意 だけで 続けて いかれる 現 

状な のです から、 父 を 御 追慕し てくだ さ いますお 志が 

ございましたら、 妹 を 私に 代えて お 愛しく ださい ませ _ 

身 は 身と して、 心 は 皆 妹の ために 与えて いくつ もりで 

ございます とね。 この 意味 を も つ と あなたが 敷衍して 

申し上げたら い いでしょう」 

と、 恥じながら も 要領よ く 姫君 は 言った。 弁 は 同情 

を 禁じが たく 思った。 

おぼしめ 

「あなた 様の そういう 思 召し は 私に も わか つ ている も 

ので ございま すから、 骨 を 折りまして、 そうなります 

ようにと 申し上げ るので すが、 どうしても 自分の、 ひ を 



はでき るで 1 J ざいましょう か」 

とも 能弁 に 言 い 続ける 老女 を 憎い ように 思 い 、 姫君 

はう つぶしに なって 泣いて いた。 中の 君 も わけ はわ か 

ら ぬながら 姉 君の 様子 を 気の毒に 思って ながめて いた。 

そしてい つし よに 常の 夜の ように 寝室へ はい つた。 

薫が 客と な つ て 泊ま つ ている 今夜で ある こと を 姫君 

は 思う と 気が かりで、 どういう 処置 を 取ろうかと 考え 

られ るので あつたが、 特に 四方の 戸 をし めきって こ 

も つ て おられる ような 所 もない 山荘な ので あるから、 

中の 君の 上に 柔らかな 地質の 美しい 夜着 を 被け、 まだ 

暑さ もま つ たく 去って いると いう 時候で もない ので あ 



弁が 帳 台の 所へ 来て、 

「お見えに なりません が、 中 姫君 は どちらに おいでに 

なる ので ございましよう」 

と言うの を 聞いて、 突然な ことの 身辺に 起こ つ て、 

昨夜の 幾 時間 か を 親兄弟で もない 男 と共にい たという 

しゅうち 

羞恥心から、 中の 君 は 黙って はいたが、 どんな 事情が 

あの 始末 を もたらした ので あろうと 考える ので あ つ た _ 

昨日 語られた こと を 思い出して みると 中の 君の 恨めし 

こおろぎ 

く 思われる の は 姉 君であった。 今一 人の 壁の 中の 蟋蟀 

は 暁の 光に 誘われて 出て 来た。 中の 君が どう 思って い 

るだろう と 気の毒で 互いに ものが 言われない。 ひどい 



視 する こと も 思いやり のない ことで は あるが、 そのよ 

うにた やすく 恋 は 改めうる ものと は 思われない 心から 

まず その 人は宫 にお 任せしょう、 そして 女の 恨み も宫 

のお 恨み も 受けぬ ことにし たいと こう 思 い 決めた とも 

お知りに ならず、 自分が はばんで いるよう にお 言いに 

なる のがお かしかった。 

「あなたに は 多情な 癖が おありになる のです からね、 

結局 物思い をさせる だけ だと 考えられます からです」 

女が たの 後見 者 と 見せて 薫が ， J う 言う 。 

「まあ 見て いたまえ、 私に はま だ こんなに 心の 惹 かれ 

た 相手はなかった の だからね」 



薫 は 使い を 出して 兵 部 卿の 宫を 山荘へ お迎え 申して 

から、 弁 を 呼んで、 

「姫君に もう 一 言 だけお 話しす る ことが 残って いるの 

です。 あの方が 私の 恋に 全然 取り合って くださらない 

の はもう わかって しまいました。 それで 恥ずかし いこ 

とです が、 この間の 方の 所へ もうしば らくの ちに 私 を、 

あの 時の ようにして 案内して 行 つ てくだ さいません 

ゝ I 

力」 

まこと 

真実ら しく 薫が - j う 言う と、 どちらで も 結局 は 同じ 

ことで あるから と 弁 は 心 を 決めて、 そして 大 姫君の 所 

へ 行き、 そのと おりに 告げる と、 自分の 思った とおり 



今 一 人の 女王の ほうへ こうして 薫 を 導き 馴れた 女で あ 

ろうと 宫は おもしろく お思いに なりながら、 ついて お 

いでに なり、 寝室へ おはいり になった の も 知らずに、 

じよ-つず 

大 姫君 は 上手に 中の 君の ほうへ 薫 を 行かせよう という 

こと を 考えて いた。 おかしく も 思い、 また 気の毒に も 

思われて、 事実 を 知らせずに おいて いつまでも 恨まれ 

るの は 苦し いこと であろうと 薫 は 告白 をす る ことにし 

た。 

「兵 部 卿の 宮様が いっしょに 来たい とお 望みに なり ま 

したから、 お断わり をし かねて 御 同伴 申し上げ たので 

すが、 物音 もお させに ならず どこかへ おはいり になり 



だろうと あさまし いので ございます。 こんな ことが 言 

こうとう むけ い 

い 伝えに 残りましたら、 昔の 荒唐無稽な、 誇張の 多い 

小説の 筋と 同じように 思われる ことでしょう。 どうし 

て そんな こと をお 考え出し になった のかとば かり 思わ 

きょうだ い 

れ まして、 私たち 姉妹 へ の 御 好意と は それが どうし 

て 考えられましょう。 こんなに いろいろ にして 私 をお 

苦しめに ならな いでく ださい まし。 惜しく ^ ざい ませ 

ん命 でも、 もしも まだ 続いて いくよう でしたら、 私 も 

また 落ち着い てお 話ので きる ことがあろうと 思います _ 

ま つくら 

ただ今の こと を 伺いましたら、 急に 真暗な 気持ち に な 

りまして、 身体 も 苦しくて なりません。 私 はこ こで 休 



になった。 柔らかな その 御 動作に 従って 立つ 香 はこと 

さ ら 用意 して 燻き しめてお いでに なった 句宫 らし かつ 

た。 

老いた 女房た ち は そこと ここから 薫の 帰って 行く こ 

とに 不審 をいだ いたが、 これ も中納 言の 計った ことで 

あれば 安心して いてよ いと 考えて いた。 

暗い 間に 着こうと 京の 人 は 道 を 急がせた。 帰り はこ 

とに 遠くお 思われになる 宫 であった。 たやすく 常に 行 

おぼしめ 

かれぬ こと を 今から 思 召す からで ある。 しかも 「夜 を 

に ひて まくら 

や 隔てん」 (若草 の 新手 枕 を まき そめて 夜 を や 隔てん 

憎から なくに) とお 思われになる からであろう。 まだ 



人の 多く 出入りせ ぬ ころに 車 は 六 条院に 着けられ、 廊 

の ほうで 降りて、 女 乗りの 車と 見せ 隠れる ようにして 

はいつ て 来た あとで 顔 を 見合わせて 笑った。 

「あなたの 忠実な 御 奉仕 を 受けた と 感謝し ますよ」 

じょ-つ だん 

宫 はこう 冗談 を 仰せられた。 自身の 愚かし さの 人 

ちょうしょう 

のよ さがみ ずから 嘲 笑され るので あるが、 薫 は 昨夜 

の 始末 を 何も 申し上げなかった。 すぐ 宮は文 を 書いて 

宇治へ お送りに なった。 

山荘の 女王 は どちらも 夢を見た あとのよ うな 気がし 

て 思い乱れ ていた。 あの 手 この 手と 計画 をしながら、 

気ぶ り も 初めに お見せに ならなかった と 中の 君 は 恨ん 



に 出した の を 使いが 固辞して 受けぬ ために、 物へ 包ん 

で 供の 人へ 渡した。 結婚の 後 朝の 使いと して 特別な 人 

を宫 はお 選びに なった ので はなく、 これまで 宇治へ 文 

使いの 役 をして いた 侍 童だった ので ある。 これ はわ ざ 

とだれ にも 知られ まいとの 宮の お計らいだ つたので あ 

るから、 纏頭の こと をお 聞きに なった 時、 あの 気の き 

しわざ 

いた ふう を 見せた 老女の 仕業で あろうと やや 不快に お 

思いに なった。 

この 夜 も 薫 をお 誘いに なった ので あるが、 冷泉 院の 

ほうに 必ず 自分が まいらね ばなら ぬ 御用が あつたから 

と 申して^ じなかった。 とも すれば そうであって はな 



れ、 服 を かえさせられながら も、 明るい 色の 袖の 上が 

涙で どこまでも、 濡れて いくの を 見る と、 姉 君 も 泣い 

て、 

「私 はこの 世に 長く 生きて いようと も、 それ を 楽しい 

ことに 思おうと もしない 人です から、 ただ 毎日 願って 

ノち. P 

いる こと は、 あなた だけが 幸せに なって ほしいと い 

うこと だった のです よ。 それに 女房た ち もこれ を 良縁 

だとうる さいまでに 言う のです からね、 なんとい つ て 

も、 私たちと 違って 年 をと つて いろいろな 経験 を 持つ 

ている 人た ちに は、 こうした 問題に ついての 判断が よ 

くで きる ものだろう、 私 一人の 意志 を 立てて、 いつま 



何もして いないで はない か。 何に せよ 窮窟な 身の上で 

ある ことが いけない ね。 こんな 身分で なければ と 思 

う」 

心の底 からそう 思 召す ふうで 仰せられ るの を 見て、 

お気の毒 になった 薫 は、 

「どうせ 同じ ことで ございま すから、 今晩の あなた 様 

ぎ 

の 罪 は 私が 被る ことにいた しましょう、 どんな 犠牲 も 

こばた 

いといません。 木幡の 山に 馬 はいかが で ございましよ 

う (山城の 木幡の 里に 馬 は あれ ど 徒歩より ぞ 行く 君 を 

うわさ 

思 ひかね) いっそうお 噂 は 立つ ことにな りましても」 

こう 申し上げた。 夜 はます ます 暗くな つてい くば か 



のであった から、 喜び を 覚えない わけ もない。 新 夫人 

の 中の 君 も 前に 似ぬ 好意 をお 持ちした ことと 思われる _ 

ようぼう 

中の 君 は 非常に 美しい 盛りの 容貌 を、 まして 今夜 は 周 

囲の 人た ちに よってき れいに 粧 われて いたので あつ 

たから、 また 類 もない 麗人と 思われた。 多くの 美女 

を 知って おいでになる 宮の御 目に も 欠点 をお 見いだ し 

になる ことはなくて、 姿 も 心 も 接近して ますます すぐ 

れ たことの 明らかになった 恋人で あると 思 召す ばかり 

であった から、 山荘の 老いた 女房な ど は 満足した か自 

身の 表情が どんなに 醜い かも 知らずに、 ゆがんだ 笑顔 

をしながら 中の 君 を 見て、 これほど にも りっぱな 方が 



く 恥ずかし い 変わりよう であると 中の 君 は 心で 思 つ た。 

お供の 人た ちが 次々 に 促しの 声を立て るの を 聞いて お 

いでに なって、 11 ^へ はいって 人目 を 引く ように 明るく 

ならぬ ようにと、 宮 はおいで になろう とする 際 も御自 

身の 意志で ない 通い路の 途絶えに よって、 思い乱れる 

ことのない ようにと かえすがえす もお 言いに な つ た。 

そで よは 

中絶えん ものなら なくに 橋 姫の 片 敷く 袖 や 夜半に 

濡らさん 

ちゆ ラ ちょ 

帰ろうと して また 躊躇 を あそばされた 宫が この 歌 



だけ を 日 ごとに 幾 通 もお 送りに なった。 誠意がない の 

ではお ありになる まいと 思いながら もお 途絶えの 日が 

積もって いくこと で、 姉の 女王 は 思い悩んで、 こんな 

結果 を 見て 苦労 をす る ことがない ようにと 願って いた 

もの を、 自身が 当事者で ある 以上に 苦しい ことで ある 

と 歎 かれる ので あつたが、 これ を 表面に 見せて はいつ 

そう 中の 君が 気 をめ いらせる ことにな ろうと 思う 心 か 

ら、 気にせぬ ふう を 装いながら も、 自分 だけで も 結婚 

し て の 苦 を 味わう ま いといよ い よ 薫の 望む， J とに 心の 

離れて いく 大姫 君であった。 

薫 も 兵 部 卿の 宫の 宇治へ おいでになれない 事情 を 



ある。 今まで 軽蔑 をして いた 浮薄な 人た ちに とって、 

尊貴な 婿 君の 出現 は 驚異に 価す る ことであった。 

たず 

大 姫君 は ， J の 寂しい 夜 を 訪ねた もうた 宫を うれしく 

思う ので あつたが、 少し 迷惑な 人が 添って 来たと 薫 

を 思わない でもない ものの、 慎重な、 思いやりの ある 

態度 を 恋に も 忘れずに いて くれた 人と その 人 を 思う 時、 

匂宫の 御行 為 はそう でなかった と 比較が され 感謝の念 

は 禁じられなかった。 中の 君の 婿 君と して 宫に 山荘 相 

きょうお う 

当な 御 饗応 を 申し上げて、 薰は 主人が たの 人と して 

気安く 扱 いながら も、 客室の 座敷に 据え られ ただけ で 

あるの を 恨めしく その 人 は 思って いた。 さすがに 気の 



せて いただきた いのです」 

と 責めて みたが、 

「このごろの 私 は 平生よりも 衰えて いまして ね、 顔 を 

御覧に なって 不愉快に おなりに なり はしない かと、 ど 

うした のでしょう、 そんな ことの 気になる 心 も あるの 

です よ」 

と 言い、 ほのかに 総 角の 姫君の 笑った 気& などに 怪 

しい ほどの 魅力の あるの を 薫 は 感じた。 

「そんなつ きも 離れ もせぬ お 心に 引きずられ てまい つ 

て、 私 はしまい にどうな るので しょう」 

こんな こと を 言い、 男 は 歎 息をしが ちに 夜 を 明かし 



相 中将が お 供 申し 上 げ た 。 高官 として は 源 中 納言だ け 

が随 いたて まつった。 殿上 役人の 数 は 多かった。 

必ず 女王た ちの 山荘へ お寄りに なること を 信じて い 

る 薫から、 

宮の お供 をして 相当な 数の 客が 来る こと を 考えて お 

置きく ださい。 先年の 春のお 遊びに 私と 伺った 人た 

ち もまた 参 邸 を 望んで、 不意にお 訪ねしょう とする 

かもしれ ません。 

などと こ ま， 1 ま 注意 をして きたた めに、 御簾 を 掛け 

変えさせ、 あちこちの 座敷の 掃除 を させ、 庭の 岩 蔭に 

もみじ 

たまった 紅葉の 朽ち葉 を 見苦しくない 程度に 払わせ、 



小 流れの 水草 を かき 取らせな ど 女王 はさせ た。 薫の ほ 

うから は 菓子の よいの など も 持たせて 来、 また 接待 役 

に 出す 若い 人た ち も 来させて あった。 こんなに もす る 

薫の 世話 を 平気で 受けて い る - J と は 気づ らい こと に 姫 

君 は 思って いたが、 たよる ところ は ほかにな いので あ 

るから、 こうした 因縁と 思い あきらめて 好意 を 受ける 

ことにし、 兵 部 卿の 宫を お迎えす る 用意 を ととのえた _ 

遊びの 一 行 は 船で 河 を 上り下りしながら おもしろい 

音楽 を 奏する 声 も 山荘へ よく 聞こえた。 目に も 見えな 

いこと ではなかった。 若い 女房ら は 河に 面した 座敷の 

ほうから 皆の ぞいて いた。 宫が どこに おいでにな るの 



かれた のであった。 音楽 をす る 人 は 紅葉の 小枝の 濃い 

うす さ かいせん らく 

の 淡い の を 冠に 挿して 海 仙 楽の 合奏 を 始めた。 だれも 

だれも 楽しんで いる 中で、 宫 だけ は 「いか なれば 近 江 

の海ぞ かかる て ふ 人 を みるめの 絶えて なければ」 とい 

おち かたび と 

う 歌の 気持ち を 覚えて おいでになって、 遠方 人の 心 (七 

夕の あまのと 渡る こよ ひさへ 遠方 人の つれな かるら 

ぼぅビ ん 

ん) はどうで あろうと お思い になり、 ただ 一 人 茫然と 

してお いでになる のであった。 おりに 合った 題が 出さ 

れて、 詩の 人 は 創作 をす るのに 興奮して いた。 船中の 

人の 動きの 少し 静まつ ていく ころ を 待つ て 山荘へ 行 こ 

うと 薫 も 思い、 そのこと を宫へ お 耳打ちし ていたう ち 



などと 口々 に 言って いた。 宰相の 中将が、 

ちと 

いつぞや も 花の 盛りに 一 目 見し 木の 下さへ や 秋 は 

さ；：： >しさ 

八の 宫に 縁故の 深い 人で あるから と 思 つ て 薫に こう 

言った。 その 人、 

もみ ぢ 

桜 こそ 思 ひ 知ら すれ 咲きに ほふ 花 も 紅葉 も 常なら 



そうした 人 たちだけ を つれて 山荘へ おはいりに なるこ 

とも 御 実行ので きない ことであった。 人々 の 作った 詩 

の おもしろい 一 節な ど を 皆 口ずさんだり していて、 歌 

の ほう も 平生と は 違った 旅の ことで あるから 相当に 多 

くで きていた が、 酒 酔い をした 頭から 出た ものである 

から、 少し を 採録した ところで、 佳作 はなく つまらぬ 

から 省く。 

々+* ハ 

山荘で は宫の 一 行が 宇治 を 立って 行かれた 気配 を 相 

当に 遠ざかる まで 聞こえた 前駆の 声で 知り、 うれしい 

気持ち はしなかった。 御 歓待の 仕度 をして いた 人た ち 

は 皆 はなはだしく 失望 をした。 大 姫君 はまして この 感 



はた まさかに しかお 逢いし ない 良人で あるが、 熱情 的 

な 愛 を ささやかれ ていて、 今 眼前に どんな ことがあろ 

うと もお 心の まつ たく 変わる ような こと は あるまい、 

常にお いでになる ことので きないの も 余儀ない 障りが 

あるから に 相違ない とたの むと ころも あるので あった _ 

ここし ばらく おいでにならなかった ので あるから 切な 

く 思わぬ はず もない のに、 近くへ お 姿 をお 現わしに 

なった だけで 行って おしまい になった ことで は 恨めし 

あげまき 

く 残念な 思い をして 気 をめ いらせて いるの が、 総 角の 

姫君に は 堪えられぬ ほど 哀れに 見えた。 世間並みの 姫 

やしき 

君ら しい 宮殿に かしずかれて いたならば、 この 邸が 



自分が あの人の 妻に されて しまう ことになるの であろ 

ま +P 

う、 これが 取りも直さず 父君が、 みずから をよ く 護つ 

ていく ようにと 仰せられた ことに 違いない、 不幸な 自 

分た ち は 母君 を も 早く 失い、 父宮 にもお 別れして し 

まった が、 薄命な 者で あるから どうな つても よいと 自 

身 を 軽く 扱って、 見苦しい 捨てられた 妻と いう ものに 

なり、 お亡くなり になった あとの 父君のお 心まで をお 

悩ましさせる ことになるの は 悲しい。 自分 一人 だけで 

もそう した 物 思 い に 沈まな いで 済む 処女 を 保 つ たま ま 

で 病死 をして しまいた いと、 こんな こと を 明け暮れ 思 

い 続ける 大 姫君 は、 心細い 死の 予感 を さえ 覚えて、 中 



の 思う よりも、 恥ず か し い 自身 の 置き場が な い 気が し 

て、 しおれて 横にな つていた。 病 女王 は それが 耳に は 

いった 時から、 いっそう この 世に 長く いたいと は 思わ 

れ なくなった。 つまらぬ 女た ちで は あるが、 その 人た 

ちょうしょう 

ち もどん なに この 始末 を 嘲 笑して 思って いるか もし 

れ ぬと 思われる 苦し さから、 聞こえぬ ふう をして 寝て 

いるので あった。 中の 君 は 物思い をす る 人の 姿態と い 

かいな まくら 

われる 肱 を 枕 にした うたた 寝 をして いるので あるが 

その 姿が 可憐で、 髪が 肩の 横にた まっている ところな 

どの 美しい の を、 病 女王 はなが めながら、 親の いさめ 

(たらち ねの 親の いさめし うたた 寝 云々) の 言葉と い 



ころもな くきれ いに 筋が そろ つ たま ま 横に 投げ やりに 

な つ ている 髪の 色に 少し 青み のでき たの も 艷な趣 を 添 

えたと 見える。 目つ き 額つ きの 美し さはす ぐれた 女の 

顔と いう ものの よく わかる 人に 見せたい ようであった- 

うたた 寝して いた ほうの 女王 は、 荒い 風の 音に 驚かさ 

やまぶき うす むらさ き 

れて 起き上がった。 山吹の 色、 淡 紫な どの 明るい 取 

り 合わせの 着物 は 着て いたが 顔 はまた ことさらに 美し 

く、 染めた ように 美しく、 花々 とした 色で、 物思いな 

ど は 少しも 知らぬ というよう にも 見えた。 

「お 父 様 を 夢に 見た のです よ。 物 思わし そうにして、 

ちょうど この辺の 所に おいでに なりました わ」 



はんごん こう 

う 反 魂 香 も、 恋しい 父君の ために ほしいと あこがれて 

いた。 暗くな つてし まった ころに 兵 部 卿の 宫の お使い 

が 来た。 こうした 一瞬間 は 二 女王の 物思い も 休んだ は 

ずで ある。 中の 君 はすぐ に 読もうと もしなかった。 

「やっぱり おとなしく おおような 態度 を 見せて お 返事 

を 書いて おあげなさい。 私が このまま 亡くなれば、 今 

以上に あなた は 心細い 境遇に なって、 どんな 人の 媒介 

役 を 女房が 勤めよう とする かもしれ ない のです からね _ 

私 は それが 気が かりで、 心の 残る 気 もします よ。 でも 

この 方が 時々 でも 手紙 を 送って おいでになる くらいの 

関心 を あなたに 持って いらっしゃる 間 は、 そんな 無茶 



な こと をしょう とする 女 もなかろうと 甲 3 うと、 恨めし 

いながら もな お頼みに されます よ」 

と 姫君が 言う と、 

「先に 死ぬ ことな ど をお 思いになる の は ひどい お 姉 様。 

悲しいで はありません か」 

中の 君 はこう 言って、 いよいよ 夜着の 中へ 深く 顔 を 

隠して しまった。 

「自分の 命が 自分の 思う ままに はなら な いのです から 

ね。 私 は あの 時 すぐにお 父 様の あと を 追って 行きた 

かった の だけれ ど、 まだこう して 生きて いるので すか 

らね。 明日 はもう 自分と 関係の ない 人生になる かもし 



ん だった でしよう。 今夜 だけで も ゆっくりと お休みな 

さい。 私が お付きして いますから」 

見えぬ 蔭に いる 中の 君に 薫が こう 言う と、 不安心に 

は 思いながら も、 何 か 直接に 話したい ことがあ るので 

によおう まつこ 

あろうと 思って、 若い 女王 は 少し 遠くへ 行った。 真 向 

うへ 顔 を 持って くるので なくても、 近く 寄り添って 来 

しゅ-つち 

る 薫に、 大 姫君 は 羞恥 を 覚える ので あつたが、 これ だ 

けの 宿縁 はあった ので あろうと 思い、 危険な 線 は 踏み 

越えようと しなかった 同情の 深さ を、 今一 人の 男性に 

比べて 思う と、 一種の 愛 はわく 姫君であった。 死んだ 

あとの 思い出に も 気強く、 思いやり のない 女に は 思わ 



「今夜の 御 様子 はいかが でございます か」 

などと 阿 闍梨は 薫に 問うた ついでに、 

「宮様 は どんな 所に おいでになりましょう。 必ずもう 

清浄な 世界に おいでに なると 私 は 思って いるので すが、 

先日の 夢に お見上げ する ことができまして、 それ はま 

だ 俗のお 姿 をして いられまして、 人生 を 深く いとわし 

い 所と 信じて いたから、 執着の 残る こと は 何もな かつ 

たの だが、 少し 心配に 思われる 点が あって、 今し ばら 

くの 間 志す 所 へ も 行き つ かずに い る のが 残念 だ。 こう 

した 私の 気持ち を 救うよう な 方法 を 講じて くれと はつ 

きりと w せられた のです が、 そうした 場合に 速く 问を 



になる であろう、 と 思って 見つめる 薫で あつたが、 い 

力. W ん かいな 

よいよ 可憐で、 美しい 点ば かりが 見いだ される。 腕 

など も 細く 細く 細くな つ て 影の ように はかなく は 見え 

ながら も 色合いが 変わらず、 白く 美しく なよなよ とし 

て、 白い 服の 柔らかな の を 身に つけ 夜着 は 少し 下へ 押 

しゃって ある。 それ はちょう ど 中に 胴と いう ものの な 

い 雛人形 を 寝かせた ような ので ある。 髪 は 多すぎる と 

かさ まくら 

は 思われぬ ほどの 量で 床の 上に あった。 枕から 下 

がった あたりが つやつや と美し いの を 見ても、 この 人 

がどうな つてし まう のであろう、 助かりそう も 見えぬ 

ではない かと 限りなく 惜しまれた。 長く 病臥して いて 



げて 近くへ 寄せ、 恋人 を ながめる ので あつたが、 少し 

そで 

袖で 隠して いる 顔 もた だ 眠って いるよう で、 変わった 

と 思われる ところ もな く 美しく 横たわ つ ている 姫君 を 

このまま にして 乾燥した 玉虫の 骸 のように 永久に 自分 

から 離さずに 置く 方法が あれば よいと、 こんな こと も 

思った。 遺骸と して 始末す るた めに 人が 髪 を 直した 時 

に、 さっと 芳香が 立った。 それ はなつ かしい 生きて い 

た 日の ままのに おいであった。 どの 点で この 人に 欠点 

が あると しての けにく い 執着 を 除けば いいのであろう 

あまりに も 完全な 女性であった。 この 人の 死が 自分 を 

!un 仰 へ 導- j うとす る 仏の 方便であるなら ば、 sslgl もさ 



れ るよう な、 悲しみ も 忘れられる ほど 変 相 を 見せられ 

たいと 仏 を 念じて いるので あるが、 悲しみ はます ます 

深まる ばかりであった から、 せめて 早く 煙に する こと 

をしょう と 思 い 、 葬送の 儀式 の - J とな ど を 命じ て させ 

るの もまた 苦しい ことであった。 空 を 歩く ような 気持 

ち を 覚え て 薫 は 葬 場 へ 行った ので あるが、 火葬の 煙 さ 

え も 多く は 立た なか つたのに はかな さ を さらに 感じて 

山荘へ 帰った。 

きご も 

忌 籠りす る 僧の 数 も 多くて、 心細 さは 少し 慰む はず 

であった が、 中の 君 はだれ にも だれに も 先立 たれた 不 

幸な 女と して 人から 見られる の すら 恥ずかし いと 思い 



話し合おうと はしなかった。 この 女王の ほう は あざ や 

かな 美人で、 娘ら しいと ころと、 気高い ところ は 多分 

じょ ラ じよ-つ 

に 持って いたが、 なつかしい 柔らかな 嫋 々たる 美と 

いう もの は 故人に 劣って いると 事に 触れて 薫 は 思った。 

雪の 暗く 降り 暮らした 日、 終日 物思い をして いた 薫 

は、 世人が 愛しに くいものに 言う 十一 一月の 月の 冴えて 

かかった 空 を、 御簾 を 巻き上げて ながめて いると、 

みてら 

御寺の 鐘の 声が 今日 も 暮れた とかす かに 響いて きた。 

おくれ じと 空行く 月 を 慕 ふかな 終 ひに すむべき こ 

の 世なら ねば 



なかった。 

ひようぶ きょう 

「御 病気の 重くな リ ましたの も、 兵 部 卿の 宮様のお 

態度に 失望 をなさい まして、 世間体 も 恥ずかし いとお 

思いになります の を、 さすがに 中の 君 様に は、 それ ほ 

どにまで 思 召す と はお 隠しに なりまして、 ただお 一 人 

心の中で だけ 世の中 を 悲観し 続けて いら つ しゃいます 

うちに、 お 食欲な ども まるで なくなって おしまい にな 

リ まして、 御 衰弱に 御 衰弱が 重なって まいった ようで 

) J ざい ま す。 表面 に は 物 思 い を あそばす ふう をお 見せ 

にならずに、 深く 胸の 中で 悩んで いらつ しったので ご 

ざいます。 それに 中の 君 様に 結婚 をお させに なり まし 



で、 この 人 さえ も、 あるかな いかのような 心細い 命の 

人と 思われ、 続いて どうかな るので は あるまい かと 思 

、- 

われる 気配 も 見える の を、 宫は お悲しみ になって、 今 

日 は 何事 も 犠牲に してよ いという 気に おなりに なりお 

帰リ にならない ことにな つた。 物越しな どで なく、 直 

接に 逢いたい と宮 はいろ いろお 訴えになる のであった 

力 

「もう 少し 人 ごこち がする ようにな つ ている のでした 

ら」 

と 言い、 女王 はいな み 続けて いた。 

この こと を 薫 も 聞いて、 中の 君へ 取り次が すのに 都 



にあん なに 私の 心持ち も、 周囲の 事情 もお 話しして お 

いたではありません か。 それ を 皆お 忘れに なった ので 

す 力」 

とお 言いに なり、 宫はー 日 をお 歎き 暮らしに なつた- 

夜になる といつ そう 天気が 悪くな り、 ますます 吹きつ 

のる 風の 音 を 聞きながら、 寂しい 旅寝の 床に 歎き 続け 

ておいで になる の もさす がに おいたま しく 思われて、 

女王 はまた 物越しで お 話 を 聞く ことにした。 無数の 神 

を 証に 立てて、 今からの 変わりない 愛 をお 語りに な 

るの を、 女王 は、 どうして こんなに 女へ お言いになる 

ことに 馴れて おいでになる のであろう といやな 気 もす 



うとす る 薫 はまた 新たな 深い 悲しみ を 覚えた。 ずっと 

この 人が 来て 住んで いたた めに、 出入りす る 人の 多 

かった 忌中に 続いた 生活が 跡 かた もな く 消えて いくこ 

と を 寂しがる 人々 は、 姫君の 死の 当時に もま さって 悲 

しがった。 以前 間 をお いて 訪ねて 来た ころの 交情に も 

まさり、 長く 居つ いていた 忌中に 仕え 馴れた 薫の 情味 

の 深さ、 精神的な - J とから 物質的な ことにまで 及ぶ 思 

いやり の 多い この 人 を 今日 かぎりに 送り出す のかと 女 

房た ち は 歎きに おぼれて いた。 

兵 部 卿の 宫 から は、 

お話しし たように、 そちらへ 出向く ことに いろいろ 
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